
11 
月
 1 
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
た
「
大
阪
市
廃
止
・
特
別
区

設
置
」
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
は
、
約
１
万
７
千
票
の
差
で

「
反
対
」
が
多
数
と
な
り
、
大

阪
市
の
存
続
が
決
ま
り
制
度
案

は
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
市
廃
止
＝
「
都
構
想
」

反
対
の
運
動
に
参
加
・
協
力
い

た
だ
い
た
教
職
員
の
み
な
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
は
投
票
所
で
反
対
を
呼

び
か
け
る
市
民
）

再
挑
戦
は
し
な
い
と

知
事
は
明
言
し
た
が

維
新
政
治
が
「
二
重
行
政
の

解
消
」
を
唱
え
て
、
「
住
吉
市

民
病
院
の
廃
止
」
「
府
立
公
衆

衛
生
研
究
所
と
市
立
環
境
科
学

研
究
所
の
統
合
」
を
は
じ
め
、

保
健
所
な
ど
の
公
衆
衛
生
と
医

療
提
供
体
制
を
削
り
続
け
た
結

果
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
危
機
対
応

は
、
大
変
な
困
難
を
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
も
と

で
、
大
阪
市
を
無
く
す
こ
と
が

さ
ら
に
危
機
を
深
め
る
と
多
く

の
市
民
が
判
断
し
た
結
果
だ
と

考
え
ま
す
。

今
後
は
、
住
民
投
票
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
「
対
立
と
分

断
」
を
乗
り
越
え
、
暮
ら
し
や

福
祉
、
景
気
回
復
、
コ
ロ
ナ
対

策
な
ど
日
々
の
生
活
の
安
心
を

実
現
す
る
た
め
の
府
政
・
市
政

を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。
開

票
後
の
記
者
会
見
で
、
吉
村
知

事
が
「
都
構
想
の
再
挑
戦
は
な

い
」
。
と
言
明
し
た
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
。

投
票
結
果
を
無
視
し
た

広
域
行
政
一
元
化
条
例

と
こ
ろ
が
５
日
、
松
井
大
阪

市
長
は
、
府
・
市
の
広
域
行
政

の
一
元
化
に
関
す
る
条
例
策
定

を
目
指
す
考
え
を
示
し
、
吉
村

知
事
も
６
日
に
同
様
の
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
市
が
府
に
「
成
長

戦
略
」
な
ど
の
「
広
域
事
務
」

を
委
託
し
、
そ
の
分
の
財
源
も

市
か
ら
府
に
移
譲
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
「
大
阪
市
を
無

く
す
」
と
い
う
部
分
以
外
は
、

住
民
投
票
で
「
否
決
」
さ
れ
た

内
容
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

詳
細
は
都
構
想
の
制
度
設
計

を
担
っ
て
き
た
府
・
市
の
「
副

首
都
推
進
局
」
が
今
後
詰
め
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
大
阪
市
は

残
し
な
が
ら
、
区
長
の
権
限
を

強
化
す
る
「
総
合
区
制
度
」
の

検
討
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。

松
井
市
長
は
、
「
府
・
市
一

体
、
広
域
行
政
一
元
化
の
条
例

を
作
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

都
構
想
の
代
案
だ
。
」
と
述
べ
、

住
民
投
票
で
「
否
決
」
さ
れ

「
再
挑
戦
は
な
い
。
」
と
明
言

し
た
内
容
を
、
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
「
条
例
案
」
に
し
、
議
会

で
多
数
を
占
め
る
維
新
の
数
の

力
で
強
行
突
破
化
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

大
阪
市
民
で
も
あ
る
教
職
員

は
、
「
絶
対
に
許
せ
な
い
。
何

と
し
て
も
阻
止
し
た
い
。
」
と

怒
り
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

府
民
・
市
民
の
た
め
の

府
政
・
市
政
の
実
現
を

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
い
な
い

う
え
に
、
大
阪
は
カ
ジ
ノ
（
Ｉ

Ｒ
）
や
大
規
模
開
発
な
ど
課
題

は
山
積
み
で
す
。

住
民
投
票
で
、
「
都
構
想
」

推
進
に
偏
っ
た
「
説
明
パ
ン
フ
」

や
住
民
説
明
会
な
ど
住
民
投
票

の
中
立
・
公
正
性
が
損
な
う
よ

う
な
党
利
党
略
に
奔
走
し
、
反

対
派
の
意
見
を
「
デ
マ
」
と
誹

謗
・
中
傷
し
続
け
た
維
新
の
会

の
言
動
は
ト
ラ
ン
プ
と
同
じ
で

す
。住

民
投
票
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
府
民
・
市
民
の
た
め
の

「
暮
ら
し
最
優
先
」
の
大
阪
を

実
現
す
る
た
め
の
府
政
・
市
政

を
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

NO.2１８８ 2020.11.９

発行 泉北教職員組合

〒594-0071 和泉市府中町6-12-2

℡0725-41-1953 Fa x0725-44-6570

E-mail senboku@gf6.so-net.ne.jp

あ な た も 泉 北 教 職 員 組 合 へ

女性部主催

ガーデニング
１２月５日（土）10～12時
和泉コミセン２階創作室
要予約（定員15名）参加費２千円

速報

泉北教組が1992年以来要求してきた「労働安全
衛生委員会の設置」が、高石市で来年度から実現
することになりました。
「教育要求書」に対する市教委の「文書回答」
で明らかになりました。（和泉市は既に設置済）
詳細は、高石市教委交渉でさらに明らかになりま
す。

交渉：11月18日午後６時

高石


